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―いつでも どこでも どなたでも 無料で大学の授業が受講できる！― 

大阪市立大学「インターネット講座 2011」を開講します 
 
大阪市立大学は、平成 23 年 4 月 1 日（金）から平成 24 年 3 月 31 日（土）までの 1 年間、「イン

ターネット講座 2011」を開講します。 
 この講座では、実際に大学で行われている講義と同様の内容をインターネットを介して提供し、受

講者は、講義の内容等について、電子メールを通して講師と自由に意見交換を行うことができます。

インターネットを利用できる方なら、年齢制限もなくどなたでも無料で受講できます。 
 
＜概要＞ 

１ 開講期間     平成 23 年 4 月 1 日（金）～平成 24 年 3 月 31 日（土） 
２ 講座数      3 講座（連続講座） 

（講義内容は原則としてほぼ毎月メーリングリストを介してホームページに

追加掲載） 
３ 募集期間     平成 23 年 2 月 1 日（火）～3 月 15 日（火） 
４ 募集定員     各講座 50 名程度（申込み多数の場合は抽選） 
５ 対象    どなたでも受講いただけます。受講料無料です。 
６ 申込み方法    大阪市立大学ホームページの中の、公開講座ページからインターネット上で 

お申し込みください。 
７ その他      受講者には、年 3 回程度レポートを提出していただき、優秀なレポートを書

かれた方には修了証を授与します。 
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大阪市立大学「インターネット講座 2011」講座紹介 
 
＜連続講座＞ 

 
＜動画 短編講座＞ 

 特別講座として、動画を中心とした講義も２講座予定しています。 
（準備が整い次第インターネットを通じてお知らせいたします。） 

社会問題視されている心身・生活上の健康問題への看護としてのアプローチ 

【講師】看護学研究科： 准教授 川端京子、教授 寳田穂、教授 喜多淳子、教授 石井京子  

 

【講座紹介】本講座では、「社会問題視されている心身・生活上の健康問題への看護としてのアプロー

チ」というメインテーマの下に、４サブテーマを設定している。すなわち、「糖尿病性腎症患者の看護

を考える」、「「やめたくてもやめられない」アディクションの問題を考える」、「しない！させない！

子どものいじめ、自殺そして虐待」、「いつかは訪れる死を考え準備する『死の準備教育』」と、いず

れも社会問題視されている心身・生活上の健康問題であり、生と死そのもの質に関わる課題である。担

当講師は、本学看護学科・看護学研究科で成人（慢性期）看護学、精神看護学、小児・成育看護学、そ

して心理学を専門領域としている。本講座では、それぞれのアプローチの共通性と専門性に関心を寄せ

ていただきたい。 

 

健康とスポーツのサイエンス 

【講師】都市健康・スポーツ研究センター： 教授 渡辺一志、教授 宮側敏明、准教授 河端隆志、 
准教授 荻田亮、准教授 岡崎和伸 

 

【講座紹介】これから迎える未曾有の少子高齢社会において、人々の健康問題がますます重要な課題と

なります。健康や体力の維持・増進に関する知識や情報の社会的なニーズが高まり、それに伴い運動や

スポーツの捉え方も多様化してきています。本講座では、都市における生活環境の変化に対応して、子

供から高齢者までが、より健康的でアクティブなライフスタイルを確立するための健康・運動・スポー

ツに関する内容について解説します。 

 

創造経済社会と都市・地域再生 

【講師】創造都市研究科： 教授 明石芳彦、教授 佐々木雅幸、教授 中本悟、教授 近勝彦、 

教授 小長谷一之、准教授 立見淳哉、准教授 永田潤子、教授 小玉徹、教授 柏木宏、 

准教授 古久保さくら、教授 ベンカティッシュ・ラガワン、教授 中野秀男 

 

【講座紹介】本講座では、はじめに、文化・アート活動で都市・地域再生を推進しようとする「創造都

市」という概念の基礎的メカニズムを拡張・改善した包括的枠組である「創造経済」概念を理論的・実

態的に解説します。次に、創造経済と地域社会との関係性、アート・文化活動、技術開発活動、既存産

業や新規事業の展開、新しいタイプのサービス業、地域コミュニティの活性化などの事例紹介を通じて、

日本的な創造経済社会のイメージを考えます。そして、都市・地域に固有の資源等を活用した産業や生

活のあり方や各地域の活性化プロセス等を検討したうえで、最終的に、創造経済社会の形成という視点

から、「都市・地域再生モデル」を類型化し、地域住民が地域づくりに関する拠り所や指針となる政策

条件を考察していきます。 

 


